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臨床検査技師養成における ICT リテラシー教育の

問題点と提言	
 
神崎秀嗣・菅原良	
 

	
 	
  

1.問題の所在	
 

	
 これまで，臨床検査技師などのコメディカル養成にお

いて，ICT（Information and Communication Technology）
リテラシー教育は必ずしも必要なものではなかった。 
しかし，近年の医師不足や医師業務の負担増，検査機

器の高度コンピュータ化，また，電子カルテの普及やオ

ンライン化に起因して，コメディカルの ICTリテラシー
教育の必要性は急激に高まってきている。 
	
 第一筆者は，臨床検査技師養成校において ICT教育に
携わっているが，入学生の多くは，携帯やスマートフォ

ンなどの携帯情報端末の扱いには習熟しているが，ICT
を義務教育として学んだはずの学生でも、パソコンを利

用して文書作成や表計算を行ったり，プレゼンテーショ

ンソフトを利用して発表を行ったりする経験は非常に少

ないように見受けられる。 
入学生は高校卒業後すぐに入学してくる者に加えて，

大学卒業者，社会人，専業主婦，大学入試資格検定試験

合格者など様々であることから，教員は入学生個々の学

習前レディネスを注意深く観察しながら，授業の開始レ

ベルの見極めについて非常に迷うところであり，また，

コメディカルとして必要とされるICTリテラシーの到達
目標をどこに設定し，どのような方法によって達成に導

くかといった点に細心の注意を払うことになる。 
本稿では，第一筆者の教育経験を踏まえ，臨床検査技

師養成におけるICTリテラシー教育の問題点を明らかに
し，それに関する提言を行う。 

2. 臨床検査技師養成校における授業実践	
 

日本の医療機関における医療事務処理システムや電子

カルテシステムは，マイクロソフト社のオペレーティン

グ・システム（OS）上で作動していることが多いことか
ら，第一筆者が携わる臨床検査技師養成校における ICT
教育は，科目「医療情報管理実習Ⅰ」において，一人の

社会人として現代社会に必要な，ウィンドウズ操作，タ

ッチタイピング，インターネット，データベース，Word，
Excel，PowerPointなどの使い方。科目「医療情報管理実
習Ⅱ」においては主に通信ネットワークシステムを扱い，

臨床検査技師国家試験に対応できるようにしている。 

授業は，一人に一台ずつのパソコンが使える環境（40
名クラスの場合，非常勤講師を加えた 2名，場合によっ
ては非常勤講師 2名を加えた 3名体制）の下で行ってい
る。臨床検査技師は，採血や心電図検査，超音波検査，

呼吸機能検査，脳波検査などを行うことができるが，い

ずれにおいてもICT機器に対する高度な知識と操作技術
が必要とされることから，学期末には知識試験に加えて

実技試験を行い，操作技術の定着を図っている。さらに

学生は，臨地実習において，現場実習を行い技術の習熟

と研鑽を行っている。 
この養成学校には，昼間の授業で学ぶ学生と夜間の授

業で学ぶ学生がおり，昼間の学生はほぼ高校卒業後すぐ

に入学してきた学生，夜間は社会人学生が多く入学して

くるが，授業と同じ環境下で実施する Word，Excel，
PowerPoint の扱い方に関する 90 分間の学期末試験の平
均点は，昼間84.2点（N=190， SD 2.4），夜間80.1（N=112，
SD 2.2）となり，統計的な差異が認められなかったこと
から，昼間の授業を履修している学生と夜間の授業を履

修している学生の習得技術には差異がなく，到達目標と

して設定した臨床検査技師として仕事を行うために必要

なICTリテラシーを習得することができたのではないか
と考える。 

3.臨床検査技師国家試験におけるICT[1]	
 

臨床検査技師養成校の授業では，知識科目だけでなく

実習科目も多く配置されているため[2]，ICT 教育に割く
ことができる時間は多くない。 
臨床検査技師国家試験では，200 問が出題され，120
問（60%）の正解で合格となるが，ICT に関連する基礎
的な知識を問う問題が出題される（論理回路，通信プロ

トコル，基数変換など）一方で，医療分野特有の通信規

格，画像処理，通信ソフト，病院内情報システム，情報

セキュリティなども出題され，出題範囲は広範囲に渡る。 
第一筆者が携わる臨床検査技師養成校では，国家試験

対策として 2年時に「医療情報管理実習Ⅱ」の講義を行
い，さらに各自で模範解答を作成させ，3 年時には国家
試験対策のための90分授業を8回程度行って対策を講じ
ている。試験対策のための詰め込み式の授業ではあるが，

2010年に実施された 56回国家試験においては染色体遺
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伝子検査分野よりも正解率が高くなっており，一定の教

育効果は認められたのではないかと思われる(Table 1)。 
 

Table1	
 臨床検査技師国家試験における ICT分野の貢献 

 染色体遺伝子検査 情報 生物学・生化学 
  この養

成学校	
 

 この養

成学校	
 

 この養

成学校 
回 問題数 正解率 問題数 正解率 問題数 正解率 
56 5 47.8 4 70.3 16 75.8 
55 2 69.5 4 69.5 17 70.7 
54 3 64.7 3 48.7 19 68.2 
53 6 73.0 4 65.0 8 77.0 
52 6 59.5 3 77.3 15 87.3 

51 4 51.8 4 70.8 15 68.0 
平均 4 61.0 4 67.0 15 75.0 
標準 
偏差 

 4.1  4.0  3.0 

4.臨床検査技師に必要とされる ICT リテラシ

ーの養成	
 

	
 近年，大学教育においてスマートフォンやタブレット

端末などを活用した次のような授業が導入され始めてい

る。(1) 講義とタブレット端末の画面を同期させながら
進行する授業実践，(2) 教員から学生への一方通行の講
義ではなく双方向性を持たせた授業実践，(3) 他大学が
提供する正規科目を受講することができ，それが自大学

で単位認定される単位互換制度（例えば，大学コンソー

シアム京都），(4) いつでもどこでも視聴することができ
る eラーニングを活用した主体的な学習。 
	
 これらの ICTを活用した情報の共有は，医療現場にも
登場し始めている。例えば，必要な情報を即座に引き出

し，複数の医療従事者や患者との間で情報を共有するこ

とは，インフォームドコンセントにはひじょうに有益で

ある[2]。アプリケーションソフトも豊富で，4,000種類以
上の医療系ソフトが開発されており，なかにはフリーソ

フトとして公開されているものもある。これらのソフト

ウェアは，円滑な医師中心のチーム医療の運営や医療チ

ームと患者とのコミュニケーション，遠隔地医療，X線

フィルムや心電図，放射線の読影などにも使用され始め

ている[2]。現在、電子書籍も出版されており、教科書も

電子書籍になり始めている。院内での事務連絡にも便利

である。 
	
 臨床検査技師養成校における限られた授業時間のなか

で，医療現場に出ても対応することができ，医療機関で

の業務に一定程度に対応できるICT操作能力を即座に身
につけさせることはひじょうに困難である。さらに，ICT
の進歩は急速であり，医療現場にタブレット端末が登場

し始め，さらにスマートフォンが登場し，医療現場も劇

的に変化しようとしている。こういった状況を踏まえ，

第一筆者は，本年度からタブレットなどの携帯情報端末

を医療現場に持ち込むための教育を試みている。 

5.まとめ	
 

医療現場では，ICT の導入と高度化が急速に進んでい
るが，ICT 化は医療費抑制と効率化などに大きなプラス
の影響を及ぼすことに疑いはないようである。これらか

ら，コメディカルの情報知識の習得は必須要件であると

考える。この養成校における ICTリテラシー教育カリキ
ュラムでは，高校卒業までに ICTリテラシーが習得され
ていなくても，医療現場において即座に対応することが

できる技術を持てるように計画されているが，今後は医

療現場において、医師をはじめとする医療従事者と円滑

な情報交換と人間関係にために、医療従事者向け IT教育
の質保証の確立とともに、電子カルテの普及やオンライ

ン化等急速に高度化していく現状に対応できる，コメデ

ィカルのICTリテラシー教育の即応性が必要であろう。 
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